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25 中尾 功，金地佐千子，太田昭一郎，松下英友，有馬和彦，中山勝敏，相良博典，田中宏幸，鈴木

幸一，永井博弌，福田 健，出原賢治：Pendrinは気管支喘息における粘膜産生に関与する．第37回

日本免疫学会総会・学術集会．11-07．日本免疫学会総会・学術集会記録 37，102．（一般）

26 永田正喜，福岡麻美，青木洋介：MRSA肺炎の診断における５つのチェックリストの有用性につい

ての検討．第77回日本感染症学会西日本地方会総会．2007，11，15．抄録集 58．

27 永沢善三：ITを生かした感染制御活動―微生物検査情報還元の迅速化における IT化の役割―．第

22回日本環境感染学会総会．2007，２，23．第22回日本環境感染学会総会プログラム・抄録集 22，

83．

28 永沢善三，正木孝幸，永田邦昭，吉田弘之，大塚喜人：喀痰培養検査での肉眼的評価と培養成績と

の相関性．第56回日本医学検査学会．2007，５，18．第56回日本医学検査学会抄録集 56：４，

426．



29 永沢善三，正木孝幸，永田邦昭，吉田弘之，大塚喜人： 喀痰培養検査での顕微鏡学的評価と培養成

績との相関性．第56回日本医学検査学会．2007，５，18．第56回日本医学検査学会抄録集 56：４，

426．

30 永沢善三，正木孝幸，永田邦昭，吉田弘之，大塚喜人：喀痰のグラム染色による定性値と定量値と

の相関性について．第56回日本医学検査学会．2007，５，18．第56回日本医学検査学会抄録集 56：

４，427．

31 永沢善三，正木孝幸，永田邦昭，吉田弘之，大塚喜人：尿検体のグラム染色による定性値と定量値

との相関性について．第56回日本医学検査学会．2007，５，18．第56回日本医学検査学会抄録集 56：

４，427．

32 永沢善三，中島由佳理，草場耕二，楠原久代，瀧 健治：各種細菌に対する炭酸脱水酵素抑制剤の

影響について―薬剤併用効果の検討―．第３回日本炭酸脱水酵素研究会．2007，９，22．第３回日

本炭酸脱水酵素研究会 １：３，36．

33 中島由佳理，高柳 恵，草場耕二，永沢善三，福岡麻美，青木洋介：血液培養陽性検体を直接用い

たVITEK2による同定・感受性の比較検討．第18回日本臨床微生物学会総会．2007，２，18．第18

回日本臨床微生物学会総会プログラム・抄録集 16：４，96．

34 太田昭一郎，松下英友，金地佐千子，木本雅夫，出原賢治：TLR4シグナル活性化によるアレルギー

性気道炎症の抑制機序．第57回日本アレルギー学会秋季学術大会．11-07．アレルギー 56：８-９，

1059．（一般）

35 高柳 恵，中島由佳理，草場耕二，永沢善三，三原由起子，福岡麻美，青木洋介：抗MRSA薬に対

する感受性とMUP耐性MRSA株の疫学解析について．第22回日本環境感染学会総会．2007，２，

23．第22回日本環境感染学会総会プログラム・抄録集 22，258．

36 高柳 恵，中島由佳理，草場耕二，永沢善三，福岡麻美，青木洋介：（１→３）-β-Dグルカン測定

における変動要因の検討．第18回日本臨床微生物学会総会．2007，２，18．第18回日本臨床微生物

学会総会プログラム・抄録集 16：４，151．

37 高柳 恵，中島由佳理，草場耕二，永沢善三，福岡麻美，青木洋介，細坂泰子，花木秀明，永山在

明：自動細菌検査装置３機種によるOS-MRSA検出の比較検討．第18回日本臨床微生物学会総会．

2007，２，18．第18回日本臨床微生物学会総会プログラム・抄録集 16：４，166．

38 山地康太郎，福岡麻美，永田正喜，青木洋介，長澤浩平，永沢善三，草場耕二：佐賀大学医学部附

属病院におけるリステリア症６例の検討．第77回日本感染症学会西日本地方会総会．2007，11，15．

抄録集，72．

地方規模の学会

1 青木洋介：抗菌薬の種類と適正使用．平成19年度院内感染対策講習会（九州・沖縄地区）．2007，

10，13．抄録集 29-37．

2 青木洋介：市中肺炎ガイドライン「欧米の見解」．第59回日本呼吸器病学会九州地方会総会．2007，

11，27．抄録集 48．

3 福岡麻美：感染症診療・感染対策における医師と技師の連携．（シンポジウム）．第42回九州医学検

査学会．2007，10，7．抄録集 56-57．

4 出原賢治：遺伝子検査の現況と展望．第42回九州医学検査学会．（教育講演）．2007，10，６．

5 片山寿希，常吉直子，井上卓也，田中麻里子，横尾眞子，出 勝，福島伯泰，船井典子，成澤



寛，末岡榮三朗：骨髄異形成症候群に合併した壊死性筋膜炎の１例．第27回日本内科学会九州地方

会．2007，５，12．49．

6 永沢善三：日米と米国における感染対策の違い．第40回中国四国医学検査学会．2007，５，18．第

40回中国四国医学検査学抄録集．

その他の学会等

1 青木洋介：市中MRSA感染症．マルホ皮膚科セミナー（ラジオ日経）．2007，５，10．

2 出 勝，福島伯泰，田中麻里子，横尾眞子，久富 崇，富桝りか，船井典子，末岡栄三朗：当院

における副腎原発性悪性リンパ腫の臨床病理学的検討．第57回佐賀ブルートアーベント．2007，７，

26．

3 末岡栄三朗，出 勝，福島伯康，田中麻里子，横尾眞子，久富 崇，富桝りか，船井典子：同種

造血幹細胞移植後４年後に食道静脈瘤を発症した症例．第11回九州骨髄移植カンファレンス．2007，

12，１．

4 田中麻里子，出 勝，福島伯康， 横尾眞子，久富 崇，富桝りか，船井典子，末岡榮三朗：当院

で経験した慢性活動性 EBウイルス感染症の３例．ヒト感染・免疫応答研究会．2007，８，10．

5 田中麻里子，出 勝，福島伯康，横尾眞子，久富崇，富桝りか，船井典子，末岡榮三朗：繰り返

す肺病変にステロイドが著効するMALTリンパ腫．第27回リンフォーマ井戸端会議．2007，９，

１．

6 横尾眞子，出 勝，福島伯康，田中麻里子，久富 崇，富桝りか，船井典子，末岡榮三朗：当院

におけるベルケイドの使用経験．佐賀県多発性骨髄腫研究会．2007，11，２．

研究助成等

職名 氏 名 補助金(研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
(千円)

教 授 出原 賢治 科学研究費 基盤研究 サイトカインを基盤としたアレルギー

疾患発症機序の解明に関する研究．

1,700

教 授 出原 賢治 シーズ発掘試験 科学技術振興

機構

アレルギー疾患における繊維化を標的

とした診断システムの確立．

2,000

助 教 太田昭一郎 科学研究費 基盤研究 TLR4シグナルを介した気管支喘息抑

制における分子機構の解析．

1,700

教 授 出原 賢治 日本臨床検査医学会学術推

進プロジェクト

オーダーメイド医療を目指したアレル

ギー疾患診断システムの確立

500

教 授 出原 賢治 平成19年度佐賀大学中期計

画実行経費

医学部研究者

育成支援事業

【臨床分野】

サイトカイン情報伝達経路を基盤とし

たアレルギー疾患の病因解明に関する

研究

1,500




